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コウナゴ漁期前調査結果
平成21年3月16日～１8日のコウナゴ分布

図２　仙台湾分布調査結果（拓洋丸）
　　　平成21年3月16日～18日　○は調査位置と調査点番号
　　　　一曳網あたり採集尾数と体長範囲、体長モード、混獲物、表面水温
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25尾
範囲19～33mm
モード 30mm
8.3℃
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範囲13～30mm
モード 20mm
7.6℃

12尾
範囲9～27mm
モード 15mm
7.6℃

230尾
範囲12～27mm
モード 13mm
　　　8.0℃

420尾
範囲12～31mm
モード 15mm
8.0℃

25尾
範囲9～30mm
モード 15mm
7.0℃

1尾
17mm
7.5℃ 11尾

範囲11～32mm
モード 26mm
7.3℃

27尾
範囲11～23mm
モード 14mm
7.3℃

図１　牡鹿半島周辺海域
　　　分布調査結果（開洋）
　　　 平成21年3月１6、17日　
　　　　 ○は調査位置と調査点番号
　　　　 　一曳網あたり採集尾数と
　　　　体長範囲、体長モード、

　　　　　　表面水温

35,131尾
範囲20～34mm
モード 26mm
クラゲ 7.9℃

3,313尾
範囲13～30mm
モード 24mm
クラゲ7.4℃

27尾
範囲15～29mm
モード 26mm
メロード1尾7.6℃

54尾
範囲12～26mm
モード 14mm
クラゲ 7.6℃

0尾
カタクチイワシ1尾
クラゲ 7.4℃

2,839尾
範囲12～25mm
モード 13mm
クラゲ　7.6℃
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範囲12～28mm
モード 18mm
クラゲ 7.4℃

0尾
クラゲ
メロード107尾
7.5℃

46尾
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1尾
18mm
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4尾
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０尾
クラゲ
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０尾
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０尾
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クラゲ
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5尾
範囲15～27mm
9.1℃

13尾
範囲12～22mm
モード 14mm
7.3℃

4,688尾
範囲14～37mm
モード 28mm
メロード１尾
クラゲ 7.2℃ 4,387尾

範囲13～31mm
モード 27mm
クラゲ 7.4℃

　平成２１年３月１６日から１８日
にかけて、県調査船「拓洋丸」に
より、仙台湾内２０調査点にお
いて、開口板を使用した中層曳
網（水深１０ｍ層１０分曳）により
イカナゴ仔稚魚の採集を行いま
した。また、調査船「開洋」により、
牡鹿半島周辺海域１１調査点に
おいて簡易型中層曳網（表中層
１０分曳）によりイカナゴ仔稚魚
の採集を行いました。

　牡鹿半島周辺海域では、昨年
の平均採取数（１８３尾）と比べ
全般的に採集数が少ない結果
となりました（８０尾）。採集され
た仔稚魚の体長は９ｍｍから
３３ｍｍの範囲で、モードは
１８ｍｍとなっていました。調査
時の表面水温は７．０℃から
９．１℃の範囲で、昨年３月の調
査時（７．６℃から９．４℃）と比
べ低くなっています。また、主要
な調査点での透明度は２ｍから
８ｍの範囲でした（図１，表１）。

　仙台湾海域でも、全般的に採
集数が少ない結果となりました。
このうち仔稚魚が高密度で採集
されたのは、波島沖水深２３ｍ
の調査点１１番でした。仙台湾
南部の水深３０m以深の海域で
は、コウナゴが採集されません
でした。
仙台湾全域の仔稚魚の体長は
１２ｍｍから３７ｍｍの範囲で、
２１ｍｍが主群になっています。
調査時の表面水温は７．２℃か
ら８．４℃で、牡鹿半島周辺海域
と同様に昨年３月の調査時（　
　７．５℃から１０．２℃）に比べ
水温が低くなっていました。主要
な調査点での透明度は、４ｍか
ら１０ｍでした（図２，表２）。



 


